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　6月21ヨ、さわやかな初夏の日曜日。町内三小
学校で運動会が行われました。

　赤組・白組みんな目指すのは一つ「優勝J

　　　　　　　　　　　（松代小学校　運動会）
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「
米
は
地
球
を
救
う
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
、
地
球
環
境
平
和
財
団
と

十
日
町
地
域
広
域
圏
6
市
町
村
な
ど

が
主
催
し
て
行
う
「
2
0
0
2
地
球

環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ー
n
越
後
妻

有
」
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
高
円

宮
憲
仁
親
王
殿
下
の
提
唱
に
よ
り
石

川
県
輪
島
市
、
北
海
道
深
川
市
、
滋

賀
県
湖
北
町
で
行
わ
れ
て
お
り
、
今

回
で
4
回
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

①
田
植
え
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、

　
稲
作
農
業
が
も
た
ら
す
地
球
環
境

　
保
全
と
国
際
協
力
に
つ
い
て
考
え

　
る
機
会
を
創
造
す
る
こ
と
。

②
　
中
山
間
地
・
豪
雪
地
の
妻
有
頸

　
城
地
域
の
稲
作
農
業
を
世
界
に
紹

　
介
し
て
い
く
こ
と
。

③
各
国
の
外
交
官
が
地
元
民
家
ヘ

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
民
泊
）
し
、
地

　
域
の
食
生
活
や
生
活
習
慣
を
体
験

　
す
る
こ
と
に
よ
り
日
本
文
化
へ
の

　
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
。

な
ど
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
回
の

田
植
え
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
初
め
に
、

「
と
ん
ぽ
田
ん
ぼ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

や
「
稲
刈
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、

そ
し
て
収
穫
し
た
種
籾
を
次
回
開
催

地
で
あ
る
山
ロ
県
北
長
門
へ
引
継
ぐ

「
種
籾
引
渡
し
式
」
な
ど
四
つ
の
行

事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
田
植
え
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
5
月
n

目
と
1
2
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
十
日
町
地
域
広

域
圏
の
各
市
町
村
に
お
い
て
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
．

　
松
代
町
で
は
1
2
日
、
高
円
宮
殿
下
、
平
山
新
潟

県
知
事
な
ど
が
視
察
さ
れ
る
な
か
、
昨
年
天
皇
陛

下
が
皇
居
内
の
水
田
で
収
穫
し
た
種
籾
（
ご
下
賜

籾
）
の
う
る
ち
米
「
ニ
ホ
ン
マ
サ
リ
」
と
も
ち
米

「
マ
ン
ゲ
ツ
モ
チ
」
の
二
種
類
の
苗
が
、
奴
奈
川
小

学
校
5
・
6
年
の
児
童
9
人
に
よ
っ
て
、
ほ
く
ほ

く
線
ま
つ
だ
い
駅
南
側
の
棚
田
に
植
え
ら
れ
ま
し

た
．
ま
た
、
会
場
で
は
室
野
神
楽
保
存
会
に
よ
り

神
楽
舞
が
奉
納
さ
れ
、
古
式
ゆ
か
し
い
田
植
え
風

景
を
演
出
し
て
い
ま
し
た
．

　
ご
視
察
さ
れ
た
高
円
宮
殿
下
は
、
田
植
え
に
先

立
ち
奴
奈
川
小
学
校
の
児
童
に
「
み
な
さ
ん
田
植

え
を
し
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
」
と
ご
質
問
さ
れ
、

続
い
て
「
私
は
、
3
年
前
に
は
じ
め
て
田
植
え
を

し
、
稲
作
の
大
変
さ
を
知
り
ま
し
た
．
土
に
触
れ
、

農
業
を
と
お
し
て
食
糧
の
大
切
さ
や
水
田
が
環
境

保
全
に
役
立
つ
こ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
．
み

な
さ
ん
も
こ
の
自
然
や
伝
統
を
大
切
に
し
て
く
だ

さ
い
」
と
農
業
の
大
切
さ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
．高円宮殿下と奴奈川小の児童
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同
日
、
中
里
村
「
ミ
オ
ン
中

里
」
前
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会

場
の
田
圃
で
は
、
地
元
小
学
生

な
ど
約
1
0
0
0
人
を
は
じ
め
、

世
界
6
6
力
国
の
駐
日
大
使
や
外

交
官
と
そ
の
家
族
約
1
4
0
人

お
よ
び
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入

れ
先
の
家
族
（
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
）
な
ど
が
、
高
円
宮
殿
下

な
ら
び
に
平
山
知
事
と
と
も
に
、

木
枠
で
格
子
状
に
跡
が
つ
け
ら

れ
た
ー
㎞
程
の
田
圃
に
素
足
で

入
り
、
土
の
感
触
を
楽
し
み
な

が
ら
丁
寧
に
苗
を
植
え
て
い
ま

し
た
。

繍
中

さん

小のみなさん濃㎜撒〆’、州暉■■■【．　　　　　　　　、翫－．『蝦欄剛’聡＝澱駅欄A『F了冒■■■匿燭■■圃■■騨■■■隔■匿、「一」3．、、照、照』　r　　　　　　　　　　　　『■配　　　　冒囮圏

ロシア外交官の家族とホストファミリ

瓢
鰹
購
劇

九つの国の犬便騨外交嘗どその家族が繊代町にホームステイ

　
今
回
の
田
植
え

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
各
国
の
人
た
ち

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

と
お
し
て
、
こ
の
地

域
の
食
生
活
や
生
活

習
慣
を
体
験
し
、
日

本
文
化
の
良
さ
を
実

感
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
回
訪
れ
た
大

使
館
関
係
者
の
う
ち
、

松
代
町
で
は
九
ヶ
国

の
大
使
や
外
交
官
が
、

各
家
庭
で
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　
受
け
入
れ
を
行
っ

た
佐
藤
定
行
さ
ん
（
室

野
）
の
ご
家
庭
で
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
大

使
館
の
オ
ク
・
ベ
ッ

ト
公
使
参
事
官
と

パ
ゑ

籐
髄

一7ム加越侵

ポ
ー
ル
・
セ
ン
キ
ィ
ニ
等
書

記
官
の
二
人
が
宿
泊
し
ま
し

た
．
「
あ
ま
り
気
を
使
わ
ず
、

普
段
ど
お
り
応
対
し
て
い
ま

す
」
と
佐
藤
さ
ん
。
入
浴
後
、

二
人
は
用
意
さ
れ
た
浴
衣
に

着
替
え
、
奥
さ
ん
の
マ
ス
エ

さ
ん
と
二
人
の
娘
さ
ん
の
手

作
り
に
よ
る
多
彩
な
郷
土
料

理
を
囲
ん
で
、
和
や
か
な
雰

囲
気
に
会
話
も
は
ず
ん
で
い

ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
日
本
の
農
業

の
移
り
変
り
や
、
冬
の
松
代
の

話
を
す
る
と
、
南
国
生
ま
れ
の

二
人
は
信
じ
ら
れ
な
い
様
子
で

聞
き
入
り
、
一
方
、
オ
ク
・
ベ
ッ

ト
さ
ん
は
、
昨
年
の
1
2
月
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
を
南
北
に
縦
断
す
る

メ
コ
ン
川
に
、
日
本
の
援
助
を

得
な
が
ら
約
1
3
0
0
㌶
に
渡

トナム外交官の家族と品田さんの家

る
橋
が
架
け
ら
れ
た
こ
と

を
話
し
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

人
た
ち
は
日
本
を
ベ
ス
ト

フ
レ
ン
ド
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
喜
び
の
意
を
伝

え
、
橋
に
は
日
本
語
と
カ

ン
ボ
ジ
ア
語
の
2
ヶ
国
語

で
「
き
ず
な
橋
」
と
名
づ

け
ら
れ
た
こ
と
を
話
し
て

い
ま
し
た
．

　
ま
だ
日
本
に
来
て
間
も

　
　
　
　
　
鯉
鐸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
前
族

　
　
　
　
　
　
■
■
鍵
・
W
を
家

　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
、
紙
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫
色
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
め
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
た
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
を
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
い
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
ジ

な
く
、
英
語
で
の
会
話
に
な
る

た
め
、
こ
の
日
佐
藤
さ
ん
の
お

宅
に
は
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
青
海
町
の
冨
岳
亮
子
さ
ん

が
、
会
話
の
橋
渡
し
役
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
「
娘
が
一
人
増
え

た
よ
う
で
す
」
と
佐
藤
さ
ん
も

う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　
今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

交
流
を
支
え
て
い
た
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
．
行
政
だ
け
で
は
補
う
こ

と
が
で
き
な
い
、
心
通
う
温
か

い
「
き
ず
な
」
が
生
ま
れ
た
、

そ
ん
な
気
が
し
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
・

豪
雪
地
帯
・
棚
田
風
景
に
目
を

向
け
ら
れ
た
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
。
中
山
間
地
農
業
の
一
層

の
発
展
と
農
村
振
興
の
牽
引
役

に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
．
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ロ

一
　
　
月
～
お
総
合
健
診
を
実
施
し
ま
す
］

一
　
　
　
7
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1
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1
麟
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」

　
町
で
は
、
7
月
1
日
㈲
か
ら

年
に

　
　
　
　
創

　
　
　
　
（

慶
、
麟
健
康
確
認
．

劃（

5
日
囲
ま
で
の
5
日
間
、
総
合

体
育
館
に
お
い
て
総
合
健
診
を

行
い
ま
す
。
（
た
だ
し
、
5
日
は

午
前
中
で
終
了
と
な
り
ま
す
。
）

　
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
受
付

票
、
健
康
手
帳
を
お
持
ち
に
な

り
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
集
落
別
の
日
程
は
別

表
の
と
お
り
で
す
の
で
、
ご
確

認
の
う
え
都
合
の
悪
い
人
は
、

あ
ら
か
じ
め
住
民
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

齢
藁
の
織
痴
鞠
億
邸
嘗
ね
い
『

松
代
町
減
蟷
目

灘’一『健難盛

　　嬉

膿　≧ミ妻　　’　　　：箋　『向…

1　対象者は

　今年2月に実施した「各種検診受診調査表」により、受診希望者に「受付票」

を送付しますので、注意事項をよく読み、問診票などに必要事項を記入して、

受診目にお持ちください。

　なお、受付票が届かなかった人で、総合健診の受診を希望する人は、環境保

健衛生係までご連絡ください。

　
昨
年
の
総
合
健
診
の
受
診
率
は
対
象
者
全
体
の
七

割
程
度
で
あ
り
、
そ
の
中
で
治
療
が
必
要
も
し
く
は

生
活
指
導
が
必
要
だ
と
診
断
さ
れ
た
人
が
全
体
の
約

九
割
に
も
達
し
て
い
ま
す
．

　
早
期
発
見
、
早
期
治
療
。
医
療
の
根
源
に
た
ち
、

実
施
さ
れ
る
総
合
健
診
で
す
．
自
分
が
気
づ
か
な
い

う
ち
に
、
進
行
し
つ
つ
あ
る
病
気
も
多
く
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

検診項目 対　象者 料　金 備　考

基本健康診査 30歳以上 1，300円 70歳以上無料

胸部レントゲン 19歳以上 無　料

胃がん検診 40歳以上 1，000円 70歳以上無料

成人歯科健診 希望者 無　料 7月2・3・4目

肝炎ウイルス検診 40，45，50，55，60，65，70歳の人 800円 70歳は無料

運動機能検査 希望者及び骨密度検査を受ける人 無　料

骨密度検査 60歳～65歳の女性 無　料

対象年齢はいずれも平成15年4月1目現在の年齢です．

2　受診に必要なもの

①受付票　各検査ごとに受付票があり、問診票がついていますので記

　　　　　　　入のうえ、ご持参ください．

②健康手帳　お持ちの人は、必ずご持参ください．

③検診料金　上の表で、ご自分が受けられる各検診項目ごとの料金を、

　　　　　　　ご用意ください。

　
健
診
の
期
間
中
、
希
望
す
る
人
並

び
に
骨
密
度
検
査
を
受
け
る
人
を
対

象
に
運
動
機
能
検
査
を
行
い
ま
す
。

　
検
査
会
場
で
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
．

　
検
査
は
次
の
5
項
目
と
な
っ
て
い

ま
す
．

⑤④③②①　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
カ
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
か
し
て
運
動
習
慣
を
身

に
つ
け
、
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
、

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
．

筋
力
（
握
力
）

筋
持
久
力
（
上
体
起
こ
し
）

柔
軟
性
（
座
位
体
前
屈
）

敏
捷
性
（
全
身
反
応
時
間
）

平
衝
性
（
閉
眼
片
足
立
ち
）

　
　
　
　
　
　
　
】

腰
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3　別　表（総合健診集落別日程表）

月　日
午前受付（8：30～11：00） 午後受付（1：00～3：00）

集　　落　　名 対象者数 集　　落　　名 対象者数

7月1日
　（月）

松代（10～13・17～20）東山・海老・儀明 232 松代（1～9）・蒲生・名平 244

事業所 （8）

松代（27～29）・千年・池尻・会沢・清水・桐山 224 松代（14～16）・小荒戸・太平・小屋丸・池

之畑・下山・片桐山・滝沢
236

7月2日
　ω℃ 事業所 （27）

松代（41～51）・犬伏・孟地・中子・苧島 230 田沢・田野倉・木和田原・竹所 1667月3目
　㈱ 事業所 （30） 事業所 （73）

松代（35～38）・室野 229 松代（30～31）・菅刈・蓬平・仙納・莇平・小貫 2437月4目
　㈲ 事業所 （32）

7月5目

　團

松代（21～26）・寺田・福島・奈良立・峠 235

事業所 （2）

町の健診対象者 1，150 町の健診対象者 889
計

事業所健診対象者 （99） 事業所健診対象者 （73）

（町の健診対象者合計　2，039人　　事業所健診対象者合計　172人）

墨錘度から実施

　全国でC型肝炎ウイルスの持続感染者は、100万人から200万人いると推定されていますが、自覚症状がない

ことが多いため、自分自身が感染していることを自覚しない人が多く，感染者の中から肝硬変や肝がんに移行

する場合もあります。

　町では、国のC型肝炎等緊急総合対策を受けて、基本健康診査受診者に対し肝炎ウイルス検診を実施します

ので、対象となる方はぜひ受診されるようおすすめします．

＜対象者＞

1　節目検診（40歳～70歳の五歳ごとの節目の年齢者。基本健康診査とあわせて実施）

◎40，45，50，55，60，65，70歳の基本健康診査受診者（平成15年4月1日現在の年齢）

　＊ただし、過去に基本健康診査の肝機能検査が「要医療」であった方、既に肝炎ウイルス検査を受けた方は

　除きます。

2　要指導者等二次検診（節目検診対象者以外・医療機関で実施）

①基本健康診査の結果、肝機能（GPT）について要指導とされた方

②過去に肝機能異常を指摘された方

③広範な外科的処置（大きな手術など）を受けた方や妊娠、分娩時に多量に出血したことのある方

　＊ただし、既に肝炎ウイルス検診を受けた方は除きます．

　　なお、②、③に該当される方は、希望すれば基本健康診査とあわせて受診することができます．

＜検査方法＞

血液検査で調べます．肝炎ウイルスに感染している可能性が極めて高いか低いかを判定する’ものです．

＜検査料金＞

1　節目検診　800円（70歳の方は無料）

2　要指導等二次検診　1，800円（70歳以上は無料）

詳しいことは、松代町役場住民課環境保健衛生係（TEL7－2220内線30）までお問い合わせください。
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度羅蔽そ【ま打ち、わら細エなどの田舎体験や．藍灘．、，蒙、鰯圏

農作業体験を通じそ二自ら瓢考え・行動する自立心の1鰹馨蟹、麟

欝きる力を身に付けてもらっことなどを目的とし欄鍵灘醐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞭・．・，．藷譲艶

葵99∫ど卑甲ち　漁』脚・』学肉　　わら細エを教える，1、堺マ塊ん

　
引
率
さ
れ
た
平
内
利
光
校
長

は
、
「
体
験
型
の
修
学
旅
行
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、
生
徒
た
ち

が
1
年
生
の
と
き
か
ら
保
護
者

や
生
徒
た
ち
に
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
説
明
を
し
て
き
ま
し

た
」
と
、
こ
の
取
り
組
み
へ
の

関
心
を
語
り
ま
す
。

地
域
の
人
た
ち
か
ら

　
　
　
　
学
ぶ
田
舎
体
験

　
棚
田
、
豪
雪
、
田
植
え
。
教

科
書
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
は
聞
い

て
、
知
識
は
あ
っ
て
も
現
実
に

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。
平
地

環
境
と
ど
う
違
う
の
か
。
体
験

を
と
お
し
て
、
地
域
の
人
か
ら

鞭

田植え作業の説明

地
域
の
言
葉
で
、
直
接
伝
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
体
験
そ
の

も
の
が
授
業
・
学
習
の
場
な
の

で
す
．

　
今
回
、
田
植
え
指
導
を
行
っ

た
の
は
蓬
平
生
産
組
合
（
代
表

小
堺
伯
郎
さ
ん
）
の
み
な
さ
ん
．

作
業
開
始
に
あ
た
り
小
堺
さ
ん

か
ら
「
人
の
命
を
育
む
大
切
な

米
作
り
で
す
。
作
業
は
大
変
で

す
が
、
こ
の
苦
労
を
み
な
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
．
、
ま
た
、
同

組
合
員
の
若
井
信
夫
さ
ん
か
ら

は
、
現
在
の
米
価
の
値
下
が
り

や
生
産
調
整
な
ど
農
業
を
取
り

巻
く
厳
し
い
環
境
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
棚
田
中
腹
に
あ
る

田
に
生
徒
た
ち
は
素
足
で
入
り
、

泥
に
足
を
と
ら
れ
な
が
ら
苗
を

植
え
て
い
ま
し
た
。

室
野
・
蓬
平
地
区

21

戸
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　
「
十
七
年
ぶ
り
に
た
く
さ
ん
の

子
供
た
ち
と
夕
飯
を
食
べ
ま
し

た
」
と
若
井
健
吉
さ
ん
（
蓬
平
）
。

こ
の
日
、
若
井
さ
ん
の
お
宅
で

は
4
人
の
生
徒
が
宿
泊
し
ま
し

た
．
「
昔
は
雪
が
い
っ
ぺ
え
降
っ

て
、
電
線
ま
た
い
で
歩
い
た
も

ん
だ
」
と
話
す
若
井
さ
ん
。
そ

れ
を
信
じ
ら
れ
な
い
様
子
で
聞

き
入
る
生
徒
た
ち
．
最
初
は
堅

い
雰
囲
気
も
言
葉
を
交
わ
す
う

ち
に
和
や
か
に
な
り
「
自
分
の

孫
と
話
し
て
い
る
み
た
い
で
す
」

と
楽
し
そ
う
で
し
た
．

　
「
学
生
と
家
族
と
の
会
話
が
薄

れ
が
ち
な
最
近
で
は
、
地
域
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
が
生
徒
た
ち

に
貴
重
な
経
験
で
す
」
と
平
内

校
長
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
重

要
性
を
話
し
ま
す
。
ま
た
、
平

内
校
長
は
、
「
約
2
0
癖
の
田
植
え

を
終
え
、
あ
ぜ
に
上
が
っ
て
後

ろ
を
振
り
返
れ
ば
、
植
え
ら
れ

た
苗
の
道
が
で
き
て
い
る
．
高

校
受
験
を
む
か
え
、
自
分
の
進

路
を
自
分
で
考
え
る
大
事
な
と

き
に
、
努
力
の
成
果
を
形
で
実

感
で
き
る
貴
重
な
体
験
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
田
舎
体
験

を
振
り
返
り
ま
す
。

　
今
年
、
松
代
町
に
は
小
松
中

学
を
は
じ
め
四
校
が
訪
れ
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
ま
す
．

キを使って豪雪地の生活を説明
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常生匙住民が地域の良爵を芸術認表現

F松磯購活力ある

　　蜷域嚢くり推進漿業」

　
平
成
1
5
年
に
行
わ
れ
る
「
第

2
回
大
地
の
芸
術
祭
」
に
む
け

て
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
．

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
松
代
の

地
域
住
民
が
自
ら
考
え
行
動
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
と
い

う
考
え
方
の
も
と
に
、
地
域
の

人
た
ち
と
新
潟
大
学
、
長
岡
造

形
大
学
の
学
生
が
共
に
考
え
、

地
域
を
探
り
な
が
ら
「
松
代
ら

し
さ
」
を
芸
術
に
表
現
し
て
地

域
の
活
性
化
に
結
び
付
け
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
住
民
参
加
に
よ
る
作

品
づ
く
り
に
よ
り
、
大
地
の
芸

術
祭
を
よ
り
身
近
な
も
の
に
し

て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た
も

の
で
す
．

上
町
地
区
に
て
作
品
を
展
示

　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
菱
㎜
識
繊
欄
、
》
議

　
今
回
作
成
し
て
い
る
作
品
は
、

木
板
に
松
代
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

絵
柄
を
彫
り
こ
み
、
そ
の
上
か

ら
紙
を
あ
て
て
鉛
筆
な
ど
で
こ

す
り
だ
す
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
と

い
わ
れ
る
技
法
で
、
数
戸
に
設

置
さ
れ
た
作
品
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
絵
柄
を
描
き
出
し
、
小
話
や

物
語
を
創
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
．

松
代
上
町
地
区
に
作
品
を
展
示

　
昨
年
6
月
、
新
潟
大
学
工
学

部
お
よ
び
長
岡
造
形
大
学
の
学

生
た
ち
が
実
行
委
員
会
を
設
立

し
て
、
松
代
の
上
町
地
区
を
対

象
に
説
明
会
を
行
い
、
作
品
の

設
置
と
協
働
で
作
品
づ
く
り
に

携
わ
っ
て
く
れ
る
よ
う
協
力
を

求
め
ま
し
た
．

　
そ
の
結
果
、
松
代
上
町
地
区

に
お
い
て
6
戸
の
協
力
が
得
ら

れ
、
各
戸
の
玄
関
先
な
ど
に
作

品
が
展
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

5
月
1
9
日
に
作
品
第
一
号
が
、

学
生
と
設
置
す
る
民
家
の
人
た

ち
に
よ
り
、
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
作
・
叩
を
展
示

し
た
新
潟
大
学

大
学
院
生
の
渡

辺
た
か
み
さ
ん

は
、
「
こ
の
作
品

を
通
し
て
、
見

に
訪
れ
た
人
と

地
域
の
人
た
ち

が
話
題
を
一
っ

に
山
父
流
が
図
れ

れ
ば
い
い
で
す

ね
」
と
期
待
し

て
い
ま
し
た
。

　
住
ん
で
い
る
私
た
ち
に
は
気

付
か
な
い
価
値
が
学
生
た
ち
に

は
見
え
て
い
る
。
そ
ん
な
気
が

し
ま
す
．

　
今
後
の
宣
伝
活
動
を
と
お
し

て
、
小
・
中
学
生
や
一
般
住
民
、

ま
た
町
外
者
に
物
語
な
ど
の
創

作
活
動
を
呼
び
か
け
て
、
多
く

の
人
が
松
代
へ
訪
れ
、
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
．

　
こ
の
活
動
、
こ
れ
か
ら
松
代

中
町
地
区
、
そ
し
て
来
年
は
新

町
地
区
に
て
実
施
さ
れ
ま
す
．

タイトル「ヒカリ小路」農作業と棚田をモチーフにし

た作品（作者＝杉山幸子、関ロ葉子、田中未来）
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受
益
者
分
担
金
と

　
毎
月
の
使
用
料
に
つ
い
て

　
接
続
工
事
が
終
わ
り
、
使
用

開
始
し
た
時
点
で
「
受
益
者
分

担
金
」
を
納
付
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
分
担
金
は
、
　
一
般
住
宅

接
続
工
事
は

　
　
町
指
定
の
工
事
店
で

　
こ
の
接
続
工
事
は
、
松
代
町

の
指
定
を
受
け
た
下
記
の
「
排

水
設
備
指
定
工
事
店
」
以
外
で

は
行
え
ま
せ
ん
．
ま
た
、
工
事

着
手
前
に
「
排
水
設
備
確
認
申

請
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
こ
の
申
請
は
指
定
工
事

店
が
代
行
し
ま
す
。

基本料金 使用料金

一般家庭 2000円 家族1人につき500円

事業所等 2000円
水道使用料×150円／㎡

（10㎡控除となります）

26

万
円
、
事
業
所
等
は
施
設
区

分
や
面
積
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
建
設
課
下
水
道
係
ま
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
毎
月
の
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

恢
　
無
　

に
錨
蜘
慧
饗

料
た
　
家
水
ー
消
関

用
眈
　
　
　
燧
蟻

繍
詳
燗
編

騰
基
2
2
蝋
絶

　
　
に
　

庭
等
　
に
お
ま

　
金
　
家
所
　
料
、
い

　
料
　
般
業
　
用
お
て

　
本
　
　
一
　
事
　
使
な
し

　
基
　
　
　
　
　
※
※

松代町下水道排水設備指定工事店（指定順）

平成14年4月1日現在

No。 指定工事店名 〒 住　　　所 T　E　L

1 三六商会 942－1353 松代町大字室野1071番地 02559－8－2203

2 でんきのこやどん 942－1504 松代町大字犬伏587番地 02559－7－2512

3 ㈱小野嶋建設 942－1527 松代町大字太平451番地3 02559－7－2118

4 ㈱前田商会 942－1526 松代町大字松代3254番地2 02559－7－2072

5 ㈱高澤組 942 1527 松代町大字太平62番地1 02559－7－2206

6 ㈲松広建設 942－1526 松代町大字松代3828番地11 02559－7－2545

7 柳材木店 942－1524 松代町大字千年157番地 02559－7－2325

8 ㈱相澤組 942－1526 松代町大字松代3243番地7 02559－7－2130

9 ㈱大海組 942－1435 松之山町大字天水越807番地 02559－6－3145

10 ㈱高橋組 942－1431 松之山町大字湯山1380番地1 02559－6－3125

11 ㈱中村工務店 942－1526 松代町大字松代3194番地 02559－7－2153

12 ㈱司工務店 942－1526 松代町大字松代3228番地3 02559－7－2302

13 ㈱志賀電設 942－1406 松之山町大字松之山1051番地8 02559－6－2577

14 ㈱拓越 948－0003 十日町市新座甲403番地55 0257－57－8211

15 ㈱山田商会 942 0127 中頸城郡頸城村百聞町新田428番地 0255－30－2222

16 ㈱室野建設 942－1353 松代町大字室野769番地 02559－8－2211

17 永井工業 942－1353 松代町大字室野2063番地 02559－8－2200

18 ㈱菅井組 942－1526 松代町大字松代3617番地4 02559－7－2225

19 大和電建㈱ 942－1526 松代町大字松代3413番地 02559－7－2135

20 フジ設備 942－1526 松代町大字松代5374番地2 02559－7－3932

　
最
終
処
理
施
設
「
室
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
が
3
月
末
に
完
成
し
た
こ
と
に
よ

り
、
室
野
集
落
内
1
3
3
戸
の
一
般
家
庭
や
事
業
所
な
ど
の
台
所
・
風
呂
場
及
び
ト

イ
レ
の
汚
水
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
排
水
本
管
と
の
接
続
工
事
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
ー
下
塞
道
係
か
ら
の
お
鋼
ら
せ
1

室
野
地
、
区
農
業
集
落
排
水
施
設

　
（
農
集
排
ー
聾
水
道
聾
部
供
用
閣
始

室野クリーンセンター

お問膳螢わせは

松代町役場　建設課水道室

　　下轍進係蜜姪

　TE鑑　⑧2559一講一2220

　　　納線5鈴

なお、排水工事にあたり金融機関から資金を借り入れし

た場合、その利子について補助できる制度があります。

詳しくは、役場建設課水道室下水道係にお問い合わせ下

さい。
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鱗
　
　
疑
鐵
敏
懸
灘
さ
購
（
翻
歳
憲
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
勲
懸
難
襲
遡
懸
圃
繭
橿
藁
鷺

　
五
十
嵐
政
勝
さ
ん
（
会
沢
・

屋
号
て
っ
き
ょ
う
）
は
、
昭
和

54
年
に
松
代
町
議
会
に
初
当
選

し
、
以
降
3
期
1
2
年
に
わ
た
り

議
員
と
し
て
在
職
し
、
う
ち
平

成
元
年
3
月
か
ら
3
年
4
月
ま

で
は
議
長
と
し
て
議
会
運
営
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
．

　
今
回
は
、
松
代
町
議
会
議
員

と
し
て
町
の
発
展
と
地
方
自
治

に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ

た
も
の
で
す
．

　
五
十
嵐
さ
ん
は
議
長
在
任
中
、

芝
峠
温
泉
開
発
に
熱
意
を
傾
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胤
　
ゲ
ー
h
撚
ー
薙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
果
◆
松
代
町
春
季
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
5
月
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
日
／
松
代
町
町
民
グ
ラ
ン
ド
）

柏
崎
市
の
帝
国
石
油
に
温
泉
掘
大
優
勝
室
野
C
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種

削
の
お
願
い
に
幾
度
か
足
を
運
各
2
位
　
松
代
B
チ
ー
ム

ん
だ
そ
う
で
す
．
「
町
の
発
展
に
　
一
3
位
　
犬
伏
B
チ
ー
ム

は
、
温
泉
が
必
要
だ
っ
た
ん
だ
」
　
　
◆
松
代
町
ゲ
ー
ド
ボ
ー
ル
選
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
　
　
一
権
大
会
（
5
月
2
4
目
／
松
代
町

昨
年
奥
さ
ん
の
ト
、
、
、
さ
ん
と
ポ
町
民
グ
ラ
ン
ド
）

結
婚
6
0
年
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
）
ス
優
勝
犬
伏
A
チ
ー
ム

を
迎
え
た
五
十
嵐
さ
ん
。
現
在

は
飾
り
瓢
箪
の
絵
付
け
や
人
物

画
を
描
い
て
趣
味
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
．　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
．

2
位
　
室
野
C
チ
ー
ム

3
位
　
菅
刈
A
チ
ー
ム

◆
第
1
7
回
上
越
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
（
5
月
2
9
日
／

松
代
町
町
民
グ
ラ
ン
ド
）

6
位
　
犬
伏
A
チ
ー
ム
〈
県
大

会
出
場
〉
（
優
勝
大
潟
町
犀
潟
②

能
生
白
山
③
板
倉
A
、
冨
岡
長

生
会
⑤
妙
高
村
）

鍵
膨
、

　
　
裁
縛
藁
ン
臨
ン

◆
第
1
9
回
春
季
隣
接
市
町
村

親
善
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

●
高
校
生
以
下
女
子
ダ
ブ
ル
ス

ー
位
　
中
村
・
関
谷
組
（
松
代
樽
）

●
高
校
生
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

ー
位
　
中
村
江
美
香
（
松
代
男
）

2
位
　
関
谷
　
水
希
（
松
代
男
）

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
A
ラ
ン
ク
）

1
位
　
武
田
・
山
本
組
（
松
代
）

　
隣
接
市
町
村
は
じ
め
、
上
越
・

柏
崎
な
ど
か
ら
総
勢
1
3
0
人

が
集
ま
り
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
ま
し
た
．

　
大
会
で
は
、
高
校
生
（
対
象

初
心
者
）
に
混
じ
り
、
松
代
町

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
に
通
う
小

学
生
2
人
と
中
学
生
2
人
も
参

加
し
、
小
学
六
年
の
中
村
江
美

香
さ
ん
と
関
谷
水
希
さ
ん
は
ダ

ブ
ル
ス
で
優
勝
、
シ
ン
グ
ル
ス

で
も
ー
、
2
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　
い
き
恥
き
ス
粥
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　
教
窒
嬰
り

　
　
　
　
　
　
　
選

　
　
　
　
　
鐸
蓼
評

　
5
月
1
0
目
か
ら
今
年
度
の
教

室
が
開
か
れ
、
小
学
三
年
生
か

ら
六
年
生
ま
で
2
2
人
が
そ
れ
ぞ

れ
に
目
標
を
も
っ
て
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
．

　
教
室
で
は
、
手
本
を
見
せ
な

が
ら
下
級
生
の
指
導
に
あ
た
っ

て
い
る
上
級
生
の
姿
も
あ
り
ま

し
た
．
「
上
の
子
は
、
下
の
子
の

面
倒
を
見
る
」
こ
れ
が
教
室
の
指

導
方
針
だ
そ
う
で
す
．
人
に
教

え
る
に
は
自
分
が
で
き
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
上
手

に
な
る
た
め
の
近
道
な
の
か
も
．

　
ま
つ
だ
い
Y
J
の
皆
さ
ん
は
、

7
月
に
当
町
で
開
催
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
上
越
大
会
と

六
年
生
は
県
大
会
を
目
指
し
て

練
習
に
は
げ
ん
で
い
ま
し
た
．

灘灘轍灘　　　 雛灘難　鞄

　　　　　　　　　　欝．ず　萎嚢『，
　　　　　　　　　　』麟・箋蝉．
馨、聯難、、賓も…薯、
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トイ

　
食
わ
ず
嫌
い
と
い
う
訳
で
も
な
い
が
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
観
劇
と
は
縁
が
な
か
っ

た
。　

仲
間
内
で
も
観
劇
の
話
が
出
た
事
は

な
い
。
我
々
の
世
代
に
と
っ
て
芝
居
は
、

誰
か
が
お
膳
立
て
を
し
、
背
中
を
ポ
ン

と
推
し
て
く
れ
て
見
る
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。

　
東
京
松
代
会
が
発
足
し
程
な
く
趣
味

の
会
が
設
け
ら
れ
た
。
観
劇
の
世
話
人

を
し
て
い
た
兄
貴
か
ら
誘
い
が
あ
り
何

度
か
国
立
劇
場
に
足
を
運
ん
だ
．
主
に

新
派
を
見
た
が
段
々
役
者
の
上
手
、
下

手
が
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
て
き
た
。

例
え
ば
昨
年
春
見
た
「
婦
系
図
（
お
ん
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た

け
い
ず
）
」
の
波
野
久
里
子
の
お
蔦
の
演

技
は
「
上
手
な
」
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

　
人
間
の
喜
怒
哀
楽
を
表
現
す
る
所
作

振
舞
い
に
こ
れ
だ
と
い
う
も
の
は
な
い

筈
だ
．
と
は
い
え
、
芝
居
が
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
に
達
し
、
役
者
の
演
技
に
真
実
以

上
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
、
共
鳴
共
感

文
楽
鑑
賞

「
芸
」
と
は
大
し
た
も
の
で
あ
る

す
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
．
こ
れ
が
、

「
上
手
い
」
と
い
わ
れ
、
ま
た
芸
と
い
う

も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
今
回
は
、
「
文
楽
」
の
案
内
が
届
い
た
．

「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
と
い
う
有
名
な
作

品
で
人
間
国
宝
が
五
人
も
出
演
す
る
と

い
う
の
で
、
各
新
聞
が
写
真
入
で
取
り

上
げ
て
い
る
．
小
生
に
は
始
め
て
の
文

楽
．
五
月
十
九
日
の
東
京
松
代
会
観
劇

会
の
参
加
者
は
二
十
七
名
だ
っ
た
．

　
意
外
に
大
き
い
人
形
と
明
る
す
ぎ
る

ほ
ど
の
舞
台
が
想
像
と
違
っ
て
い
た
．

予
め
案
内
書
で
す
じ
が
き
や
見
せ
場
な

ど
を
頭
に
入
れ
て
き
た
が
、
小
生
に
は

次
の
場
面
が
特
に
印
象
深
か
っ
た
．

　
一
つ
は
桜
丸
切
腹
の
場
面
、
い
ざ
切

腹
と
い
う
時
、
女
房
八
重
が
イ
ヤ
イ
ヤ

と
激
し
く
首
を
振
る
仕
草
が
、
竹
本
住

大
夫
（
人
間
国
宝
）
の
「
泣
く
な
い
」
「
ア

イ
ァ
イ
」
「
泣
く
な
い
」
「
ア
イ
ァ
イ
」

の
語
り
と
渾
然
一
体
と
な
っ
て
迫
っ
て

く
る
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

樋

ロ
　
久
　
雄

小
金
井
市
在
住

　
　
（
田
沢
・
新
屋
）

　
ま
た
、
最
後
の
寺
子
屋
の
場
面
で
主

君
の
身
代
わ
り
に
死
ん
だ
我
が
子
を
見

送
る
、
母
千
代
の
一
挙
一
動
が
あ
た
か

も
生
身
の
人
間
が
演
じ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
錯
覚
に
捉
わ
れ
、
人
形
遣
い

の
吉
田
蓑
助
（
人
間
国
宝
）
の
芸
に
涙

が
流
れ
た
．

　
大
夫
の
語
り
、
三
味
の
音
、
卓
越
し

た
人
形
遣
い
が
一
体
と
な
っ
て
人
形
に

息
吹
を
与
え
る
「
文
楽
」
そ
の
芸
の
深

さ
と
伝
統
芸
能
に
感
銘
を
覚
え
つ
つ
帰

路
に
着
い
た
．

配所の菅原道真「東風吹かば…」と詠う

人形遣い玉男（人間国宝）

東京だより

会
員
募
集
の
お
願
い
1

　
会
員
の
皆
様
、
東
京
松
代
会
の
会
員
を
ご

紹
介
く
だ
さ
い
．

　
お
友
達
、
兄
弟
姉
妹
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
等
々
、

東
京
松
代
会
ま
で
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
東
京
松
代
会
で
は
、

◆
親
睦
を
深
め
る
た
め
に

・
新
年
総
会
・
懇
親
会

・
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
一
泊
旅
行

・
目
帰
り
旅
行

◆
心
の
交
流
を
求
め
て

・
「
東
京
松
代
会
」
会
報
の
発
行

・
広
報
「
ま
つ
だ
い
』
毎
月
の
配
布

・
会
員
名
簿
の
発
行

◆
楽
し
い
趣
味
の
会

・
ハ
イ
キ
ン
グ
の
会

・
観
劇
の
会

・
釣
り
ク
ラ
ブ

・
ゴ
ル
フ
の
会

・
カ
ラ
オ
ケ
道
場
　
　
な
ど

盛
り
沢
山
の
企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
宣
伝
し
て
い
た
だ
き
、
ご
紹

介
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
く

介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
用

紹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
利

ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ご

員
　
　
　
　
　
　
の
恩

△
拡
　
　
　
　
　
　
　
フ
の

会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
す

代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ま

松
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り
・

京
　
　
　
　
　
　
　
　
用
あ
い

東
　
　
　
　
　
　
　
　
集
て
さ

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
募
し
だ

地区 代表者名 電　話

松　代 笠原　清 03－3692－3564

峰　方 萬羽三蔵 03－3900－8547

伊　沢 山岸政弘 045－934－9584

山　平 井上正美 044－877－9611

奴奈川 石野　士 048－832－7288
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松
代
の
自
然

　
「
幼
い
胸
の
憧
れ
を

　
や
さ
し
い
風
に
乗
せ
て
飛
ぶ

　
タ
ン
ポ
ポ
　
タ
ン
ポ
ポ
　
高
い
空

　
ふ
わ
り
ふ
わ
り
と
　
飛
ん
で
行
く
…
」

　
ラ
ジ
オ
歌
謡
で
流
れ
た
歌
の
一
節
で
す

が
、
ス
ミ
レ
と
と
も
に
春
を
代
表
す
る
タ

ン
ポ
ポ
は
キ
ク
科
の
多
年
草
で
世
界
に
約

4
0
0
種
、
目
本
に
約
2
2
種
が
自
生
し
て

い
る
そ
う
で
す
．
も
と
も
と
在
来
種
は
エ

ゾ
タ
ン
ポ
ポ
で
、
山
の
畑
の
畔
な
ど
に
多

く
生
え
て
い
た
も
の
で
し
た
が
、
現
在
で

は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン

ポ
ポ
が
ほ
ぼ
全
域
を
制
覇
し
て
い
る
よ
う

で
す
．

　
『
タ
ン
ポ
ポ
戦
争
』
な
ど
と
い
う
言
葉
が

あ
っ
て
、
帰
化
植
物
の
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ

ポ
が
単
為
生
殖
と
い
う
受
精
な
し
で
繁
殖

で
き
る
利
点
な
ど
で
、
戦
争
に
勝
利
し
た

か
ら
の
よ
う
で
す
。

　
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
、
花
の
背
後
に

あ
る
総
苞
片
（
そ
う
ほ
う
へ
ん
）
が
全
部

反
り
返
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
日
中
に
日
が
照
る
と
花
び
ら
が
開
き
、

日
が
沈
む
と
閉
じ
る
の
で
「
牧
童
の
時
計
」

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
言
い
、
そ
の
ゴ
ボ
ウ

状
の
根
を
掘
っ
て
刻
ん
で
乾
か
し
、
コ
ー

ヒ
ー
の
代
用
に
も
し
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
写
真
は
松
代
の
関
谷
八
郎
さ
ん
の

撮
影
で
す
が
、
発
見
者
は
夫
人
の
柳
子
さ

ん
だ
そ
う
で
す
．

　
茎
ど
う
し
が
癒
着
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
奇
形
で
、
こ
ん
な
こ
と
は
珍
し
い
こ
と

で
す
．

　
ヤ
マ
ユ
リ
の
中
に
も
こ
ん
な
現
象
を
現

す
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
他
に
も
例
が
見

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
タ
ン
ポ
ポ
の
種
子
は
ま
ん
丸
く
綿
の
よ

う
に
ま
と
ま
っ
て
形
よ
く
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
が
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
、
最
初
の

歌
の
文
句
の
よ
う
に
、
飛
ん
で
繁
殖
の
旅

に
出
る
の
で
す
．

　
よ
く
新
し
い
道
路
が
開
か
れ
た
道
傍
に
、

タ
ン
ポ
ポ
そ
っ
く
り
の
細
い
茎
の
長
い
花

が
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
ブ
タ
ナ
で
別

名
タ
ン
ポ
ポ
モ
ド
キ
と
い
う
も
の
で
す
か

ら
、
だ
ま
さ
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
、
秋
ま
で
観
察

で
き
ま
す
。
　
　
　
（
文
・
高
橋
八
十
八
）
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今
年
、
2
月
9
日
か
ら
1
1
日
ま
で

の
3
日
間
、
松
代
町
へ
雪
遊
び
に
訪

れ
た
八
王
子
の
子
供
た
ち
か
ら
感
想

文
を
い
た
だ
い
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

（
訪
れ
た
の
は
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

八
王
子
第
6
団
の
み
な
さ
ん
2
3
人
）

　
　
　
　
　
　
松
本
友
樹
く
ん

　
雪
遊
び
が
楽
し
か
っ
た
．
ス
キ
ー

の
時
は
最
初
あ
ま
り
す
べ
れ
な
か
っ

た
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
す
べ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
楽
し
く
な
っ
て
き
た
。

ス
キ
ー
を
教
え
て
く
れ
た
人
の
お
か

げ
で
、
ス
キ
ー
が
上
手
に
な
っ
た
．
〈
中

略
〉
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト
で
作
っ
た
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
は
、
凍
ら
な
か
っ
た
け
ど
、

飲
ん
で
も
お
い
し
か
っ
た
。
神
け
い

す
い
じ
ゃ
く
や
、
ク
イ
ズ
も
楽
し
か
っ

た
。
ま
た
、
ス
キ
ー
に
行
き
た
い
け

ど
、
来
年
は
ボ
ー
イ
（
年
長
）
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、
行
け
な
い
の
で
残

念
で
す
．

　
　
　
　
　
　
鈴
木
裕
佳
水
さ
ん

　
わ
た
し
は
、
ス
キ
ー
や
そ
り
あ
そ

び
が
大
好
き
な
の
で
と
っ
て
も
楽
し

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
お
兄
ち
ゃ
ん

が
い
る
部
屋
に
行
っ
て
な
ぞ
な
ぞ
あ

そ
び
や
、
ト
ラ
ン
プ
を
し
ま
し
た
。

行
っ
て
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
松
長
瑛
吾
く
ん

　
喜
び
、
ス
キ
ー
は
山
か
ら
下
り
て

楽
し
か
っ
た
．
雪
遊
び
も
楽
し
か
っ

た
。
イ
ヤ
だ
っ
た
こ
と
は
、
も
う
す

こ
し
新
潟
に
い
た
か
っ
た
で
す
．

　
　
　
　
　
　
戸
高
　
雄
太
く
ん

　
夜
ね
る
と
き
よ
く
ね
む
れ
て
よ
か
っ

た
ん
だ
け
ど
組
長
が
さ
み
し
そ
う
に

泣
い
て
い
ま
し
た
。
つ
ぎ
の
日
の
朝

6
時
に
お
き
た
か
ら
ち
ょ
う
ね
む
か
っ

た
で
す
．
そ
の
日
ス
キ
ー
に
行
っ
て

す
べ
っ
た
ら
ち
ょ
う
楽
し
か
っ
た
で

す
。
つ
ぎ
に
ソ
リ
を
し
ま
し
た
。
ち

ん
ち
ん
を
ぶ
つ
け
た
か
ら
、
ち
ょ
う

痛
か
っ
た
で
す
。
つ
ぎ
の
日
に
か
え

り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
た
の
し
か
っ
た

で
す
．
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松
代
交
番
な
ら
び
に
交
通
安
全

指
導
員
に
よ
り
町
内
各
小
学
校
で

交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
．

　
交
通
量
の
増
加
や
道
路
の
高
速

化
に
よ
り
重
大
事
故
の
発
生
が
心

配
さ
れ
る
な
か
、
児
童
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
、
毎
年
春
に
実

施
さ
れ
ま
す
．
学
校
の
グ
ラ
ン
ド

に
道
路
や
横
断
歩
道
な
ど
を
白
線

で
引
き
実
際
に
信
号
機
な
ど
を

使
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
四
年

間
死
亡
事
故
の
な
い
松
代
町
．
悲

惨
な
事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
地

域
全
体
で
交
通
安
全
を
考
え
る
事

が
必
要
で
す
．

　懐

麓い
裳思
繭い

　
5
月
4
日
、
松
代
高
校
体
育
館

に
お
い
て
松
代
高
校
同
窓
会
設
立

五
十
周
年
記
念
が
行
わ
れ
、
松
高

O
B
な
ら
び
に
歴
代
在
任
教
諭
な

ど
関
係
者
約
1
3
0
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
同
窓
会
功
労
者
と

し
て
長
年
「
向
ケ
原
寮
」
の
管
理

や
寮
生
の
世
話
役
と
し
て
携
わ
っ

て
き
た
、
若
月
三
吉
、
キ
ヨ
さ
ん

，
，
　
藤
、
箋
馨
愚

（
松
代
）
夫
妻
な
ど
七
人
へ
の
感

謝
状
の
贈
呈
や
昨
年
ソ
ル
ト
レ
ー

ク
・
シ
テ
ィ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

活
躍
し
た
後
藤
鹿
子
さ
ん
（
四
四

期
生
）
の
記
念
講
演
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
松
苧
ド
ミ
ト

リ
ー
（
旧
向
ケ
原
寮
）
下
に
記
念

碑
が
建
て
ら
れ
思
い
出
が
刻
ま
れ

ま
し
た
。

「
ま
つ
だ
い
の
味
」
に
舌
鼓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲
葉
螢
嚢
、
し
奪
会

　
5
月
1
9
日
、
ふ
る
さ
と
会
館
に

お
い
て
山
菜
を
楽
し
む
会
が
行
わ

れ
、
町
内
外
か
ら
ー
0
8
人
の
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
新
た
に
町
内
女
性
グ

ル
ー
プ
を
中
心
に
山
菜
を
楽
し
む

会
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
1
6

種
類
の
山
菜
を
使
い
1
6
品
目
の
料

理
で
参
加
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
．

実
行
委
員
会
代
表
の
山
岸
ヒ
サ
エ

さ
ん
（
東
山
）
は
「
今
年
は
山
菜

の
出
が
早
か
っ
た
た
め
、
今
目
ま

で
採
り
そ
ろ
え
る
の
が
大
変
で
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

新
潟
市
か
ら
訪
れ
た
田
村
さ
ん
一

家
は
、
「
市
内
の
ス
ー
パ
ー
の
チ

ラ
シ
を
見
て
申
し
込
み
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
食
べ
ら
れ
る
山
菜
が
あ

る
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

調
理
も
工
夫
さ
れ
て
い
て
お
い
し

い
で
す
」
と
料
理
を
頬
張
り
な
が

ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
刀
と
軍
配
の
抽
選
に
賑
わ

、
つ
境
内
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平成14年度　普通救命講習実施予定表

月　日 場　　　所
6月23日　（日） 川西町（総合センター）
6月30目　（目） 十目町市（消防本部）

7月7日（日） 松之山町（保健センター）

7月7日（日） 十目町市（消防本部）
7月14日　（目） 津南町（南分署）
7月28日　　（日） 川西町（総合センター）
9月22日　（日） 津南町（南分署）

11月24日　（日） 松代町（総合体育館）
3月23日　（日） 十日町市（消防本部）

＜内容＞
救命に必要な応急手当（心肺蘇生法、止血法）の
講習を行います。

・実施時間：9時から12時
・各会場定員：30名（先着順）

・受　講　料：無料

・受付方法
講習の1ヶ月前から前日まで電話で受付。

・そ　の　他
動きやすい服装で参加してください。

問い合わせ・申し込みは、消防署及び分遣所まで

・消防本部TELO257－57－0119
・松代分遣所TEL　O2559－7－2310

4月から勤務の
十日町地域消防署

松代分遣所　村山　武夫所長

　
松
代
町
は
、
は
じ
め

て
の
勤
務
で
す
が
、
自

然
の
豊
か
な
本
当
に
良

い
所
が
い
っ
ぱ
い
有
る

の
に
驚
き
ま
し
た
。
こ

ん
な
町
を
守
る
の
に
や

り
甲
斐
を
感
じ
ま
す
。

火
災
、
災
害
、
事
故
等

の
な
い
町
に
す
る
よ
う

職
員
一
同
が
ん
ば
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
．

（津南町出身）

籾う徳急手当講習会のご案内

　尊い命を救うために、消防署では左記の日程で普通
救命講習会を開催します．

　内容は、「人工呼吸」・「心臓マッサージ」などの技術

が中心で、受講者のみなさんには講習終了後、普通救
命講習修了証を交付します．

　万一の事故で命を救うのはあなたかもしれません。
多数の皆様からの参加をお願いします．

　●
●

・ヲ』

ポイ捨て、ちょっと待った運聾謹

・太車老犬グラブφみ饗響欝．．

鋸
贈
、
黙
　

　
　
　
轟
・
欝

欝
．
．
『
』

　
　
　
　
　
コ
ベ
　
　
ド
　
　
ア
　

翻
羅
、

罵、

、
灘

　
　
憂
霧
．
　
、
皿
．
鑑

欝
審
盤
、

、
・
．
．
■
難
…
吊
”
羅
　
㎜
　
　
　
　
　
　
秘
俺
、

轡
欝
稚

靴饗

難簾欝

駄郷

響
ζ
藤
織
＾
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短
　
歌

夕
食
前
風
呂
に
し
み
じ
み
つ
か

り
つ
つ
十
五
分
ほ
ど
の
今
目
の

や
す
ら
ぎ
　
　
　
本
山
　
祖
道

医
療
器
具
の
一
ツ
づ
つ
去
る
淋

し
さ
は
切
な
さ
と
な
る
残
務
の

わ
れ
に
　
　
　
柳
　
　
こ
め

チ
ベ
ッ
ト
の
天
空
の
首
都
カ
ト

マ
ン
ズ
人
は
聖
な
る
女
神
と
く

ら
す
　
　
　
　
市
川
辰
雄

若
草
に
沿
ひ
ゆ
く
蝶
の
小
休
止

落
ち
葉
を
起
こ
し
吹
く
風
の
あ

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
れ

若
葉
ま
だ
淡
き
雑
木
の
そ
の
梢

に
薄
紫
の
藤
咲
き
初
め
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

　
し
ぶ
み
俳
句
会

ぜ
ん
ま
い
を
干
し
も
む
仕
事
婆
々

の
役
　
　
　
　
　
　
八
千
代

散
る
桜
わ
ず
か
に
風
の
あ
る
様

な
　
　
　
　
　
　
　
紅

五
十
匹
谷
に
懸
り
し
鯉
幟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

退
院
の
吾
を
迎
え
し
鯉
幟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡

寿来
る
　
　
　
　
　
　
枯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公

水花茶

薫
風
や
艶
や
か
に
舞
ふ
師
の
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

添
え
書
き
を
し
て
北
限
の
新
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

下
校
の
子
植
田
の
道
を
一
列
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳴

◆
‘
一
マ
◆
・
一
呂
一
マ
◆
・
・
邑
層
・
◆
・
・
一
…
・
◆
・
璽
曇
一
．
◆
・
。
吊
胃
．
◆
・
・
一
一
冒
．
◆
・
・
邑
一
．
◆
・
蕊
一
曹
．
◆
・
岳
…
、
◆
‘
一
…
．
◆
・
一
鼻
＝
一
．
◆
・
畠
軍
7
◆
・
一
呂
電
．
◆
ム
§
曹
．
◆
・
9
一
一
一
一
・
◆
・
・
一
一
一
一
．
◆
三
一
一
一
．
◆
‘
一
一
一
一
．
◆
・
一
曹
…
．
◆
・
一
昌
＝
．
◆
・
輌
一
一
一
一
．
◆
・
一
印
署
．
◆
・
一
一
一
冒
．
◆
‘
…
．
◆
・
一
臨
…
．
◆
4
…
．
◆
・
一
一
署
．
◆
・
昌
…
．
◆
・
昌
鳴
…
．
◆
・
一
畠
軍
．
◆
・
三
＝
．
◆
・
‘
一
一
一
、
◆
・
一
一
一
一
一
．
◆
・
温
一
一
一
．
◆
・
一
一
一
＝
．
◆
・
二
署
．
◆
二
…
一
．
◆
・
三
＝
．
◆
・
三
＝
．
◆
三
…
．

　今年も恒例の松代観音祭が7月

19日團～20日ωに行われます。

　実行委員会では、今年も一般の

皆様からの花火を募集しています．

　花火は次の種類となっています。

　花火には祭りを運営する経費も

含まれた金額となっています．

　みんなのカで祭を盛り上げたい

と実行委員一同がんばっています

ので、皆様のご協力をお願いします。

4号　　　　　　7，500円

5号　　　　　12，000円
7号　　　　　22，000円
10号　　　　　　46，000円
スターマイン　100，000円

　
蒲
生
句
会

た
だ
い
ま
と
居
間
通
り
抜
け
初

燕
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

畑
打
て
ば
肩
に
一
輪
桐
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

メ
ー
デ
ー
の
歌
声
は
る
か
芋
植

え
る
　
　
　
　
　
　
山
　
路

一
山
を
呑
ま
ん
ば
か
り
の
鯉
幟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
山

せ
き堰

落
つ
る
水
見
下
ろ
し
に
藤
の

花
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
び

土
台
石
の
み
の
廃
屋
蕨
の
芽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

　
　
　
　
　
し
ず

深
緑
の
葉
蔭
閑
か
に
不
動
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

鳶
を
追
う
鴉
の
羽
音
夏
木
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐡
堂

　
う
　
ど

芽
独
活
掘
る
山
神
さ
ま
に
声
か
け

て
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

問い合わせは

松代観音祭実行委員会事務局

松代町商工会（TEL7－2006）ま

住民課環境保健衛生係から

　
こ
れ
、
何
か
ら
で
き
て
い
る
か

わ
か
り
ま
す
か
？
ふ
だ
ん
み
な

さ
ん
が
分
別
し
て
出
し
て
い
る
資

源
ゴ
ミ
か
ら
で
き
て
い
る
ん
で
す
。

写
真
の
「
ゆ
き
の
砂
」
は
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
再
加
工
し
、
植
物
栽
培

の
た
め
に
植
木
鉢
な
ど
に
入
れ
て
、

土
の
代
わ
り
に
使
い
ま
す
．
植
木

鉢
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
で
き
て
い

ま
す
。
「
ホ
ワ
イ
ト
リ
ー
ド
」
は

古
紙
で
で
き
た
紙
ひ
も
で
す
．
新

聞
・
雑
誌
な
ど
を
束
ね
て
出
せ
ば
、

そ
の
ま
ま
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
で

す
．

　
「
き
ち
ん
と
分
別
、
再
び
利
用
」

こ
れ
が
リ
サ
イ
ク
ル
の
基
本
で
す
．

ゆきの砂」▼
鐡灘繊鑓羅郷繊一

日
圏
◆
團
回

　
　
（
5
月
1
日
～
5
月
31
日
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

松
山
　
テ
リ
さ
ん
　
　
　
別
歳

　
　
　
　
（
松
代
・
ま
す
み
や
）

石
野
　
留
藏
さ
ん
　
　
　
　
8
0
歳

　
　
　
　
（
木
和
田
原
・
た
に
）

村
山
　
カ
ネ
さ
ん
　
　
　
82
歳

　
　
（
室
野
・
な
か
あ
ん
ど
う
）

山
岸
マ
ツ
イ
さ
ん
　
　
　
雛
歳

　
　
（
木
和
田
原
・
し
た
む
ら
）

人ロの動き
男　　2，085人　　（＋1人）

女2，199人（＋O人）
計4，283人（＋1人）

世帯数　1，480世帯（O世帯）

出生　O人　　死亡　4人
転入　8人　　転出　3人

　　　（14年5月末目現在）

可一　≡　　　7

マ”；　　　　▼　■

　4月号から「広報まつだい」も表

裏2色刷りになっていますが、こ
の毎月の色を考えるのも結構苦戦
します。今月をイメージできる色
を町の中からヒントを得て考える
ようにしています。今回は薄紫。

藤からアヤメ、カキツバタヘ引継
がれる色。今、町中を彩る花々の
色で今月号を飾ってみました。
　さて、来月号は何色にしようか。
みなさんもご意見がありましたら、

広報係へ連絡を。　　　　　　鶴
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町の行事予定（6・7月）

ll囲 国道253期成同盟会総会芝峠温泉

盟欝
東京松代会「ホタル観賞ツアー」松和荘（23日まで）

第1回親子スポーツの日総合体育館8：30～
アニメ上映会松代町図書館14＝00～

轍灘灘…嫌i鐘

磁無離il鵬携灘贈3

24（月）

25（火）

26（水） 日本脳炎予防接種松代町総合センター13：30～
松代町議会定例議会（27日まで）

27休） 松代チャレンジスクール通学合宿松和荘（29日まで）

28（金） 焼物教室し、Sミみの家13＝30～

松寿大学一般教養講座総合センター13二〇〇～

鱒鱒

灘灘lii萎liii

ろ／（月）

総合健診総合体育館8二30～15二〇〇

2（火）

総合健診総合体育館8二30～15二〇〇
わくわくチャレンジクラブホタル観察会（問）生涯学習課

松代町農業委員選挙告示

3（水） 総合健診総合体育館8二30～15：00

4休）
総合健診総合体育館8二30～15二〇〇

中学校上越地区陸上大会上越市（5日まで）

5（金） 総合健診総合体育館8二30～11二〇〇

ほくほく線沿線親善ゲートボール大会上越市

蓬㈱ 押し花教室松代町図書館13二30～

懸
繋
…

スポーツ少年団バドミントン上越地区大会総合体育館

県知事杯争奪ゲートボール大会新発田市
松代町農業委員選挙投票日

8（月）

9（火） 三種混合予防接種総合センター13：30～

10（水） 中学校上越地区各種大会（11日まで）

11休） 東京松代会会長杯争奪ゲートボール大会町民グランド

12（金） 焼物教室し．Sミみの家13二30～

鞠欝 わくわくチャレンジクラブ川観察・遊び（問）生涯学習課

萎妻…i・…ii……萎ii葉輩萎灘

…難i難…i萎、暴

第19回町内レディースソフトバレーボール大会

　　　　　　　　　　　総合体育館8：30～

15（月）

16（火）

17（水） 高齢者スポーツ大会総合体育館9＝00～

18休）
J　A十日町ゲートボール大会予選会松之山町
中学校通信陸上競技大会柏崎市

19（金）

観音祭

松寿大学一般教養講座総合センター13＝00～
八王子交流自然体験教室旧菅刈分校（21日まで）

観音祭
海の日

お知ぢせ
まゑ礁獣観音祭鋸髭る薩花無診エ麟季㊥夢製鴇毒

　　　　　　　　　　　　　　　　　i撫轟瑠盤鞭雛馳鵯鳥、

鰭暑鳶飾羅蕊鴛遊ぶil必顯萎韓影多轟鷹動

　花のある生活、彩りのある生活、夏の光の中にそんな花が

あればいいですよね。花が大好きな方、これから花を楽しみ

たいという方に、花のアドバイザーの指導による「ガーデニ

ング講座」を下記の日程で行いますので、多数の方のご参加

をお待ちしています。

時
目
場
数
費
催

　
回
臥
加

　
　
　
カ

日
1
会
参
参
主

7月20日　（土）

午前10時30分から　2回目：午後1時～
観音祭会場（大正医院さん駐車場）

各回15名（定員になりしだい締め切り）

1，000円（当日ご持参ください）

松代町商工会女性部・青年部　十日町地域広域事務組合

問い合わせ、参加申込は、役場企画振興課まで

新愚撮釜i羅叢翼嬉報羅焦彰桑季幾摂霧離多・奪控馳

　「ラ・ラ・ネット」では、学校週5日制に係る情報として、

次の3種類の情報を新設・充実しました。

1　「おやこのひろば」を新設1

　子ども向けのイベントや施設の紹介に加えて、子育てサー

クルに関する情報、教育や子育てに関する相談窓口の情報’も

見られます。

2　ボランティア情報を充実！

　ボランティアに関する情報は、今までの「イベント・講座

案内」に加え、「団体・クループ情報」とボランティア関連リ

ンクを追加しました。

3　指導者情報もさらに充実！

　インターネットで、指導者に関する情報を検索できます．

現在、公開用としては、8分野、850人が登録されています．
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

i8分野：①生涯各期の学習②社会・歴史・経済③自然科学i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　　　④産業・技術⑤文化・教養・趣味⑥スポーツ　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　　　⑦家庭・市民教育⑧ボランティア　　　　　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●●●●　●　●　●●　●　●　●●　●●●　●　●●　●　●●　●　●　●●　●　●　●●　●　●　●●　●　●●　●　●●　●　●　●●　●●●●　●●　●　●　●　●　●　●　●●　●　●　●●　●　●●●　●　●　●●　●　●　●●　●　●●　●　●●　●　●　●　●　●　●●　●　●　●　●　●　●●　●　●●　●　●　●●　●　●●　●　●●●　●　●

　ホームページアドレス　http：／／www．lalanet．gr．jp／

問い合わせは

　新潟県立生涯学習センター（TELO25－284－6110）まで

生涯学習課からのお知らせ
冒

爾 《

　5月3目に開催された成人式の集合写真を無料で配布し

ますので、成人式に参加された方は、町総合センター（TEL

7－2301）まで取りにきてください．
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　　　第20回

東頸城郡美術展覧会

　入賞撫翻から

　　　　　　　（小荒戸）

“風さわやか”

　　　　（奨励賞）

　
山
藤
が
初
夏
の
さ
わ
や
か
な
風
に
な

び
き
、
つ
か
の
間
の
花
の
美
し
さ
を
惜

し
む
よ
う
に
、
散
り
か
け
た
花
び
ら
で

い
と
お
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
．
テ
ー
マ

の
「
風
」
を
、
藤
を
用
い
て
季
節
感
と

さ
わ
や
か
さ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
「
作

品
は
、
は
じ
め
の
構
想
づ
く
り
が
肝
心

で
す
」
と
話
す
五
十
嵐
さ
ん
．
こ
の
作

品
も
、
構
想
に
合
わ
せ
て
藤
の
最
も
良

い
と
き
を
見
極
め
る
た
め
、
何
度
も
山

に
出
向
い
た
そ
う
で
す
．

　
台
紙
に
色
和
紙
を
使
っ
て
、
茎
に
は

藤
の
ツ
ル
を
裂
い
て
皮
の
み
を
使
い
、

木
の
根
を
枝
に
見
た
て
、
そ
れ
に
葉
と

花
を
遠
近
感
を
持
た
せ
た
技
法
で
あ
し

ら
っ
て
い
ま
す
。
「
素
材
の
厚
さ
を
調
整

し
な
が
ら
、
丹
念
に
乾
燥
さ
せ
て
植
物

の
色
合
い
を
強
調
し
ま
す
．
模
っ
た
図

柄
は
、
乾
燥
剤
を
入
れ
て
密
封
す
る
の

で
や
り
直
し
が
き
か
な
い
の
が
こ
の
作

品
づ
く
り
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
」
と

苦
労
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
．

　
五
十
嵐
さ
ん
は
、
現
在
全
国
に
会
員

を
も
つ
「
ふ
し
ぎ
な
花
倶
楽
部
」
に
所

属
し
技
法
を
学
ん
で
い
る
ほ
か
、
月
1

回
し
ぶ
み
の
家
で
行
う
「
押
し
花
の
会
」

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
の
も
の
で
自
然
を
描
く
．
自
然

を
知
り
つ
く
し
た
感
性
が
光
り
ま
す
．

町
の
天
然
記
念
物
を
守
る

す劃國囹團圖圖
　
松
代
町
海
老
の
小
高
い
山
の
上
に
、

町
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

牛
池
が
あ
り
ま
す
。
水
面
に
は
泥
炭
（
植

物
な
ど
が
腐
る
こ
と
な
く
堆
積
し
た
も

の
）
で
で
き
た
3
坪
程
の
浮
島
が
あ
り
、

風
に
お
さ
れ
て
池
の
な
か
を
縦
横
無
尽

に
動
き
ま
す
。

　
平
成
6
年
に
牛
池
周
辺
を
公
園
と
し

て
整
備
し
て
以
降
、
石
沢
昌
平
さ
ん
は

毎
年
池
周
辺
の
草
刈
り
や
ス
イ
レ
ン
、

菖
蒲
な
ど
花
の
栽
培
を
中
心
に
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
周
辺
は
ご

自
分
の
田
ん
ぼ
な
の
で
思
い
い
れ
も
深

い
と
の
こ
と
で
す
。
「
公
園
で
あ
る
か
ら

に
は
い
つ
誰
が
来
て
も
恥
か
し
く
な
い

よ
う
に
し
た
い
の
で
す
が
」
と
話
す
石

沢
さ
ん
。
「
歳
の
せ
い
か
、
体
に
無
理
が

石
澤
　
昌
平
さ
ん
（
海
老
）

利
か
な
く
て
」
と
言
い
つ
つ
、
こ
の
日

も
一
人
で
池
の
淵
に
防
護
ロ
ー
プ
を
張
っ

て
い
ま
し
た
。

　
冬
に
は
書
を
た
し
な
み
、
自
分
が
納

得
い
く
ま
で
何
枚
も
書
き
ま
す
。
や
さ

し
い
笑
顔
に
自
分
へ
の
厳
し
さ
が
う
か

が
え
ま
す
。
生
涯
現
役
。
心
の
も
ち
か

た
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
、
牛
池
公
園
は
ス
イ
レ
ン
の
花
が

見
ご
ろ
で
す
。
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